
方
自
治
本
来
の
あ
り
方
に
市
長
は
立
つ
べ
き

　

高
齢
者
は
、
年
金
が
減
り
、
医
療
や
介
護
保
険
、
４

月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
負
担
増
。
若
者
は

「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」
と
言
わ
れ
る
低
賃
金
。
中
小

企
業
者
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い
、
農
家
は
米
価
の
暴

落
で
時
間
当
た
り
２
５
６
円
と
い
う
低
収
入
。
一
方
で

米
軍
再
編
に
約
３
兆
円
な
ど
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、
大

企
業
に
は
大
幅
な
減
税
な
ど
大
企
業
中
心
主
義
の
姿
勢

を
改
革
す
る
以
外
に
、
今
の
ゆ
き
づ
ま
っ
た
政
治
を
打

開
で
き
な
い
と
指
摘
。
自
民
・
公
明
政
治
の
悪
政
か
ら

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
防
波
堤
と
な
る
こ
と
。
市
政
執

行
に
あ
た
っ
て
、
市
長
は
住
民
の
安
全
と
健
康
、
福
祉

を
守
る
と
い
う
地
方
自
治
本
来
の
あ
り
方
に
立
つ
べ
き

だ
と
質
し
ま
し
た
。

【
市
長
答
弁
】

　「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
基
本
に
据
え
る
こ
と
は
当

然
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福

祉
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。」

　
第
１
回
定
例
市
議
会（
３
月
５
日
〜
３
月
26
日
）は
、

市
民
の
１
年
間
の
予
算
を
決
め
る
重
要
な
議
会
で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
税
金
の
使
わ
れ
方
、
市
民
の
切
実
な
要
求

が
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
し
っ
か
り
検
証
す
る
と

同
時
に
、
道
路
特
定
財
源
、
格
差
を
つ
く
り
出
し
た
大

き
な
要
因
で
あ
る
雇
用
問
題
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
提
案
と
と
も
に
、
地
方
か
ら
市
民
の
声
を
国
政
に

届
け
る
た
め
に
も
、全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

地
民
の
暮
ら
し
守
る
予
算
に
組
み
替
え
を

　

平
成
20
年
度
大
分
市
一
般
会
計
予
算
は
、
１
５
０
７

億
４
百
万
円
で
対
前
年
度
比
0.9
％
減
。
定
率
減
税
や
老

年
者
控
除
の
廃
止
な
ど
で
約
33
億
円
の
増
税
、
固
定
資

産
税
も
増
税
。
国
か
ら
の
普
通
交
付
税
は
約
３
億
６
千

万
円
減
額
、
41
億
２
千
万
円
の
大
幅
な
基
金
の
取
り
崩

し
。
歳
入
は
、
国
か
ら
の
財
源
削
減
、
そ
の
分
を
市
民

増
税
で
市
民
に
犠
牲
を
強
い
る
と
指
摘
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
の
構
成
比
は
、
九
州
各
県
都
で
最

低
の
予
算
。
キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
の
大
企
業
約
11
億
円
の
企

業
立
地
促
進
助
成
金
、
駅
南
の
大
型
事
業
の
推
進
、
３
・

４
号
地
（
新
日
鐵
用
地
）
の
土
地
の
評
価
を
低
く
し
て
、

年
間
約
40
億
円
の
税
金
を
ま
け
て
い
る
こ
と
、
ハ
リ
・

灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
助
成
の
大
幅
な
削
減
、
国
保
税
の

値
上
げ
な
ど
市
民
犠
牲
を
強
行
な
ど
は
問
題
と
指
摘

し
、
大
企
業
優
遇
、
市
民
犠
牲
の
予
算
は
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
予
算
に
組
み
替
え
る
こ
と
を
要
求
。

【
市
長
答
弁
】

　「
予
算
経
費
は
全
て
行
政
の
本
旨
で
あ
る
市
民
福
祉

の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
と

の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
の
れ
た
財
源
配
分
の

も
と
に
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」

市
路
特
定
財
源
は
、
福
祉
・
教
育
予
算
に
使
え
る
よ
う
に

道
規
雇
用
拡
大
し
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
を

正
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を

後
　

政
府
は
、「
道
路
中
期
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
が
、
こ
れ
は
国
民
生
活
に
本
当
に
必
要
な
道
路
の
計

画
を
積
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
初
め
に
10
年
間
で
59

兆
円
を
使
い
切
る
こ
と
を
決
め
る「
総
額
先
に
あ
り
き
」

と
い
う
方
式
で
、
そ
れ
自
体
が
無
駄
な
道
路
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
。
わ
が
党
は
、
一
般
財
源
化
し
、
道
路

だ
け
で
な
く
福
祉
や
教
育
、
く
ら
し
に
も
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
暫
定
税
率
を
廃
止
す
る
こ

と
を
要
求
。

【
市
長
答
弁
】

　「
一
般
財
源
化
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
。
当
面
、
来
年

度
は
暫
定
税
率
を
延
長
し
た
上
で
、
一
定
の
時
間
を
か

け
て
国
民
的
議
論
を
す
す
め
る
な
か
で
決
定
さ
れ
る
べ

き
も
の
。」

■
派
遣
労
働
者
は
３
２
１
万
人
に
急
増（
内
２
３
４
万
人
は
登
録

型
派
遣
）
と
極
め
て
不
安
定
な
状
態
。
一
生
懸
命
働
い
て
も
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
と
い
う
異
常
な
低
賃
金
。
そ
の
上
に
社

会
保
険
に
入
れ
な
い
、
残
業
代
が
な
い
、
し
か
も
名
前
で
は
な

く
「
ハ
ケ
ン
ク
ン
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
人
間
の
尊
厳
を
踏
み

に
じ
ら
れ
る
差
別
を
受
け
、
物
の
よ
う
に
使
い
捨
て
に
さ
れ
て

い
る
。「
若
者
が
希
望
を
も
て
る
雇
用
」
の
た
め
に
、
労
働
者
派

遣
法
の
抜
本
的
改
正
を
国
に
強
く
要
求
す
る
こ
と
。

【
市
長
答
弁
】

　「
労
働
者
派
遣
制
度
の
在
り
方
を
議
論
す
る
研
究
会
で
や
り
直
す

と
の
こ
と
。
研
究
会
に
お
い
て
、
派
遣
制
度
の
本
来
の
目
的
を
踏

ま
え
た
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

■
大
分
市
が
誘
致
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
や
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
に
正

規
雇
用
を
増
や
す
よ
う
要
求
す
る
こ
と
。

【
市
長
答
弁
】

　「
キ
ヤ
ノ
ン
に
対
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
地
元
か
ら

の
正
規
雇
用
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
き
た
。
引
き
続
き
正
規
雇
用

を
強
く
働
き
か
け
る
」

　

日
本
共
産
党
の
国
会
、
県
議
会
、
市
議
会
で
の
追
及
で
、
キ

ヤ
ノ
ン
な
ど
の
大
企
業
は
正
規
雇
用
拡
大
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
「
保
険
料
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。
な
ぜ
年
金
天
引
き
な
の
か
」「
姥
捨
て
山
の
制
度
だ
」
な
ど
、

怒
り
が
渦
巻
い
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、①
新
た
な
保
険
料
負
担
と
年
金
天
引
き
、②「
定
額

制
」の
導
入
な
ど
、
年
齢
に
よ
る
差
別
医
療
の
拡
大
、③
資
格
証
明

書
の
発
行
や
給
付
の
差
し
止
め
な
ど
の
制
裁
措
置
、④
努
力
義
務
化

さ
れ
た
特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
の
後
退
、
国
民
負
担
増
と
医

療
内
容
悪
化
の
懸
念
が
あ
る
。
こ
れ
は
医
療
費
削
減
を
最
大
の
ね

ら
い
と
し
、
75
才
と
い
う
年
齢
で
、
世
界
に
例
の
な
い
差
別
医
療

を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
り
、実
施
中
止
を
要
求
す
る
こ
と
。

【
市
長
答
弁
】

　「
加
入
者
に
被
保
険
者
証
の
交
付
を
は
じ
め
て
お
り
、
本
制
度
の

円
滑
な
導
入
と
早
期
の
定
着
に
努
め
る
こ
と
が
肝
心
と
考
え
る
」

■
実
施
初
日
か
ら
混
乱
つ
づ
く

苦
情
・
問
い
合
わ
せ
、
６
０
０
０
件
こ
え
る

　

予
想
し
て
い
た
通
り
、
市
・
国
保
年
金

課
は
、
電
話
・
来
庁
者
へ
の
対
応
に
大

忙
し
。
党
市
議
団
は
、
４
月
１
日
実
施
が

目
前
と
迫
っ
て
い
る
な
か
、
市
民
に
十
分

周
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
面
小
学
校

区
単
位
、各
種
団
体
へ
の
説
明
会
開
催
を
、

２
月
13
日
、
市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

市
民
部
長
は
、「
説
明
会
に
つ
い
て
は

手
法
等
も
含
め
て
検
討
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

大
分
市
議
会
は
、
住
民
の
大
き
な
批

判
で
全
国
的
に
も
見
直
し
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
費
用
弁
償
や
海
外
視
察
を
い

ま
だ
に
続
け
て
い
ま
す
。
わ
が
党
は
、

３
月
７
日
、
議
長
に
対
し
、「
議
会
出

席
時
の
費
用
弁
償
の
廃
止
な
ど
を
求
め

る
申
し
入
れ
」を
あ
ら
た
め
て
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
６
月
議
会
に
は
、

議
案
提
案
権
を
使
っ
て
「
費
用
弁
償
の

支
給
を
廃
止
す
る
条
例
案
」
を
提
案
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
44
対
４
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
党
議
員
団
は
、

平
成
17
年
６
月
議
会
分
か
ら
費
用
弁
償

の
受
け
取
り
を
辞
退
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
額
は
本
年
２
月
ま
で
で
総
額
３
５

９
万
１
千
円（
４
人
分
）に
の
ぼ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
以
外
の
議
員
受
取
額
は
３

８
６
１
万
９
千
円
で
す
。
市
民
生
活
が

大
変
な
と
き

に
、
こ
の
税

金
の
使
い
道

を
あ
ら
た
め

る
べ
き
で
す
。

（
４
月
よ
り

議
会
で
費
用

弁
償
見
直
し

の
論
議
が
は

じ
ま
り
ま
し

た
。）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

九
州
の
県
庁
所
在
市
で
一
番
高
い
費
用

弁
償（
１
日
７
０
０
０
円
）は
廃
止
を
！

大久保 八太
　　　  議員

全従業員数
正規雇用者
非正規雇用
企業助成金
インフラ整備　上水道などの約10億円

2,880
1,159
1,720
10億円

7,800
2,352
5,450
10億円

大分キヤノン㈱
非正規雇用者は全体の約７割と異常な状態

大分キヤノンマテリアル㈱　地方自治体から撤回・中止の
決議などが 540 以上、署名も
350万以上。野党４党は、２月
末に同制度の廃止法案を衆議院
に提出。

国
民
世
論
の
動
向

（
４
月
22
日
現
在
）

党代表質問

貧困と格差拡大、原油・穀物価格高騰の中貧困と格差拡大、原油・穀物価格高騰の中
47万市民の生活に軸足をおいた予算編成へ47万市民の生活に軸足をおいた予算編成へ47万市民の生活に軸足をおいた予算編成へ
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水
源
地
に
産
廃
場
計
画
が
浮
上
し
た
豊
後
大
野
市
で
は
、
昨
年
12
月
議

会
で
水
道
水
源
保
護
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

大
分
川
ダ
ム
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ダ
ム
周
辺
に
は
産

廃
場
建
設
の
計
画
が
浮
上
し
て
は
消
え
、
消
え
て
は
浮
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
と
き
に
は
ダ
ム
湖
が
汚
染
さ
れ
る
可

能
性
も
出
て
き
ま
す
。
水
源
地
に
水
質
汚
染
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
所

の
設
置
を
規
制
し
、水
道
水
源
を
守
る
た
め
の
条
例
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
口
受
給
事
業
所
が
次
々
と
地
下
水
に
転
用
し
て
い
ま
す
。（
平

成
13
年
度
６
事
業
所
、使
用
水
量
８
万
３
５
０
０
㎥
↓
19
年
度
26
事
業
所
、

１
３
３
万
６
５
０
０
㎥
）
地
下
水
の
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
な
ど
の

影
響
・
監
視
体
制
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
管
理
者
は
「
条
例
の
制
定
は
、
安
全
で
良
質
な
飲
料
水
を
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
ろ
う
」

と
そ
の
必
要
性
を
認
め
「
規
制
行
政
に
関
す
る
事
項
な
の
で
水
道
事
業
管

理
者
の
権
限
の
及
ば
な
い
領
域
で
あ
り
、
環
境
行
政
部
局
と
の
連
携
を
図

り
先
進
都
市
の
事
例
を
調
査
し
、研
究
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

地
盤
沈
下
の
影
響
や
監
視
体
制
に
つ
い
て
は
、
環
境
部
長
が
「
地
盤
沈

下
は
い
ま
の
と
こ
ろ
特
に
問
題
な
い
」
と
し
、

地
盤
沈
下
防
止
対
策
の
所
管
は
都
道
府
県
と

な
っ
て
い
る
が
大
分
県
は
監
視
体
制
を
と
っ
て

い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
「
地
下
水
へ
の
転
用
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
監
視
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

小
手
川
め
ぐ
み 

議
員

水
道
水
源
保
護
条
例
の
制
定
を

　

国
保
の
累
積
赤
字
の
解
消
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
る
制

度
改
正
に
合
わ
せ
、
国
保
税
の
値
上
げ
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
国
保
税
医
療
分
は
、
国
保
加
入
者
の
75
以
上
が
後
期

高
齢
者
に
移
行
す
る
た
め
減
額
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

支
援
金
と
し
て
、
一
人
当
た
り
１
９
，
４
２
３
円
（
最
高
限
度
額
12
万
円
）

が
新
た
に
徴
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
第
２
号
介
護
保
険
料
（
40
才
〜
64
才
）

一
人
当
た
り
課
税
額
は
、１
８
，９
５
７
円
か
ら
２
０
，７
１
４
円
に
、１
，

７
５
７
円（
９
・
３
％
）の
引
き
上
げ
で
す
。
市
民
生
活
は
、
庶
民
増
税
と

社
会
保
障
改
悪
に
よ
る
負
担
増
、
石
油
製
品
・
穀
物
価
格
の
高
騰
で
暮
ら

し
は
益
々
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
え
国
保
税
の
値
上
げ
は
家
計
を

直
撃
す
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
く
り
入
れ
の
増
額
や
国
・
県
の
支
援
も
求

め
、
値
上
げ
は
中
止
及
び
値
上
げ
幅
を
抑
え
る
対
策
を
お
こ
な
う
こ
と
。

　

市
民
部
長
は
「
少
し
で
も
後
年
度
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
今
回
の
税

率
改
定
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
激
変
緩
和
の
た
め
２
年
間
で
３
億
円
の
特

別
措
置
に
よ
る
く
り
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
、
こ
れ
以
上
の
措
置
は
困
難
」

と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
家
族
へ
の
激
変
緩
和
策
の
拡
充
、国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
共
通
す
る
問
題
と
し

て
、①
年
金
天
引
き
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
は

選
択
制
を
導
入
す
る
こ
と
、②
短
期
保
険
証
や
資

格
証
明
書
の
発
行
は
、
受
診
権
の
侵
害
と
な
ら
な

い
よ
う
に
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
も
執
行
部
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

福
間
　
健
治 

議
員

国
保
税
の
値
上
げ
中
止
を

　

ご
み
の
12
分
別
を
実
施
し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
て
も
、集
積
場
に
は
、

ご
み
・
資
源
物
が
回
収
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
の
資
源
化
状
況
は
、
缶
・
ビ
ン
で
約
37
％
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
約
60
％
、
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
約
52
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
市
で
は
『
生
ご
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
事
業
』
と
し
て
、
地
域

単
位
で
生
ご
み
を
回
収
・
堆
肥
化
処
理
し
よ
う
と
す
る
試
験
を
お
こ
な
う

方
向
で
す
が
、
東
京
都
小
金
井
市
で
は
、
学
校
給
食
の
残
渣
を
堆
肥
化
す

る
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
水
分
の
多
い
生
ご
み
を
分
別
し
て
処
理
で
き
れ
ば
、
燃
え
る
ご
み
処

理
に
使
用
す
る
燃
料
の
削
減
な
ど
、
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
す
。
広
次
議
員
は
、①
あ
ら
た
め
て
分
別
の
周
知
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
を
す
す
め
る
こ
と
、②
焼
却
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
学
校

給
食
の
残
渣
の
堆
肥
化
も
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

環
境
部
長
は
、①「
地
域
の
要
請
に
応
え
て
、
説
明
会
に
積
極
的
に
出
か

け
る
」、②「
学
校
給
食
の
残
渣
の
堆
肥
化
、
飼
料
化
に
つ
い
て
、
関
係
部

局
と
連
携
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
の
研
究
機
関
と
の
協
働
に
よ
り
、
事
業

化
に
向
け
た
研
究
に
着
手
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

広
次
議
員
は
、
市
営
住
宅
の
新
築
・
改
修
を
す
す
め
、
入
居
を
希
望
さ

れ
る
人
が
多
く
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
駐
車
場
を
増
や
し
て
路
上
駐

車
を
な
く
す
こ
と
な
ど
も
求
め
ま
し
た
。

広
次
　
忠
彦 

議
員

給
食
残
渣
の
堆
肥
化
も
検
討

１月市政懇談会の様子

■
後
期
高
齢
者
の
鍼
灸
・

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
利
用
制
限
や
め
よ

　

国
保
加
入
者
で
あ
れ
ば
、
年
最
高

48
回
、
１
回
１
１
０
０
円
の
助
成
が

あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
75
才
以

上
の
高
齢
者
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

補
助
対
象
か
ら
は
ず
れ
ま
し
た
。
後

期
高
齢
者
の
は
り
・
き
ゅ
う
等
助
成

の
新
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

助
成
は
１
回
１
１
０
０
円
、
年
12
回

ま
で
、
そ
の
上
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
限
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
般
質
問
・
委
員
会
で

　
追
及
し
た
の
は
日
本
共
産
党
だ
け

　

国
保
加
入
者
全
体
で
６
，
７
９
８

人　

75
才
以
上
２
，
５
４
３
人
（
３

７
・
４
６
％
）
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

利
用
率
は
高
い
年
齢
層
の
方
々
で
す
。

高
齢
者
の
特
性
か
ら
し
て
も
医
療
効

果
が
あ
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
な

り
ま
す
。
制
度
変
更
で
対
象
か
ら
外

れ
る
こ
と
を
理
由
に
一
挙
に
４
分
の

１
に
利
用
回
数
を
制
限
す
る
こ
と
は

到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
共
産

党
は
現
行
通
り
の
措
置
を
強
く
要
求

し
ま
し
た
。
施
策
の
大
幅
削
減
に
、

他
会
派
・
無
所
属
議
員
は
終
始
無
言

で
「
異
議
な
し
」
で
賛
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
議
決
も
な
し
に
市
報
に

掲
載
さ
れ
る
と
い
う
本
来
の
市
政
執

行
の
あ
り
方
を
逸
脱
し
た
こ
と
に
、

福
祉
保
健
部
長
は
陳
謝
し
ま
し
た
。

高
齢
者
・
鍼
灸
師

　
　
　
　
悲
鳴
の
声

妊婦検診２回から
　　　　５回に拡大
■市民の世論で一歩前進
　日本共産党は世論をひろげると
同時に妊婦検診拡大を一般質問委
員会審議などで、要求してきまし
た。執行部も国の指針に基づき見
直し作業に着手しているとの姿勢
を明らかにし、今議会に現行２回
から５回に拡大する予算措置がさ
れました。

■一貫性なしの公明党さん
　公明党も妊婦検診拡大を要求し
ていました。ところが、執行部が
実施することになったからと女性
団体から提出されていた陳情の不
採択に賛成しました。市民からは
「つじつまあわない政党」と、や
ゆされています。

か
ら

ざ
ん
　
さ
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